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警 察 庁

警察庁専用部分の警備業務を中央合同庁舎第２号館に係る民間競争入札の対象と

するに当たって検討を要する事項

１ 仕様の階層化による切り分け

警察庁専用部分の警備業務については、他の部分の警備業務とは別の仕様を設ける

こととし、当該仕様には、警察庁が必要とする事項として、次のような事項を盛り込

むこととする。

○ 行政職(二)の守衛と連携を密にする必要があることから、警察庁専用部分の警備

業務に従事する警備員を固定化し、配置にあたっては、警察庁の事前承認を受ける

ものとする。

○ 暴力団構成員など、警察庁が不適格と認める警備員については、交代させること

ができるものとする。

○ 警察庁専用部分の警備業務に従事する統括責任者を配置し、警察庁独自の指揮系

統を構築するものとする。

２ 契約の変更・解除

落札業者が、暴力団関連企業などの警察の取締り対象であり、警備業務を請負うこ

とが不適格であると警察庁が判断した場合には、警察庁専用部分の警備業務につき、

契約の変更又は契約解除及び別業者との契約を可能とする。

３ 契約の方法

警察庁専用部分の詳細な警備体制や具体的な配置場所・配置時間帯、庁舎内の図面

については、落札業者のみに開示するものとし、入札参加者に対し事前に開示しない

こととする。
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